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これまで�か所で発掘調査が行われている。縄文時代
早期（約����年前）の押型文土器や縄文時代後期

（約����年前）の阿高式土器等が出土している。また、
平安時代（約����年前）の竪穴住居も複数確認され
集落が広がっていた。注目される遺物は緑釉（りょくゆ
う）陶器（中国の青磁を模して緑色釉を施している）
で、有力者の存在を窺わせる。現在の山口県産であ
る。写真は平安時代初期のもので、墨書土器。「永」と
読める。　

熊本市史には弥生土器が見つかったとの記述があり、熊本市の遺跡地図には範囲
が示されている。しかし熊本市教育委員会による何度かの試掘調査でも一度も遺跡
は確認されていない謎の遺跡である。

かねてより周辺は「貝原（きゃあばる）」と呼ばれてい
たが、昭和��年秋津浄化センター建設に伴う発掘調
査で小児人骨や貝製品、阿高式土器等とともに縄文
時代後期の貝層が確認された。標高は�.�ｍ、縄文海
進時の海岸線は現在の標高�ｍ付近と想定されてお
り、入江に面した地点であった。

湧水を求めて、江津湖周辺には様々な時代の遺跡が
展開した。現動物園付近は県内最初に稲作が開始さ
れた地点と考えられる。江津湖公園（広木地区）周辺
の台地上には、弥生時代後期（約����年前）の集落が
広がり、住居跡や家畜小屋、環濠（防御用の溝）など
が確認されている。

祭神 伊奘諾尊（いざなぎのみこと） 伊奘冊尊（いざな
みのみこと） 速玉男之神（はやたまおのかみ）。「奉納」
と記した石柱に「当熊野宮ハ浮島熊野宮分霊大永二
年（����）九月六日勧請同神殿再建元文五年（����）
十月十四日成就」とあり、浮島権現(浮島神社）の分
霊。�月�日子ども相撲奉納。吉田司家座（通称追風
座）といわれるしめ飾りは三社（➄➈➉）独特。

浄土真宗本願寺派／本尊 阿弥陀如来。山田入道正
信の開基とあるが、年代は不明。小西行長肥後領国
の時代に焼かれ、文禄�年（����）に再建されたと伝
えられている。明治��年（����）�月「千福庵」から「光
輪寺」に改められた。熊本地震で被災。令和�年再建。

祭神 少彦名神（すくなひこなのかみ）。もと「年彌社」
と呼ばれていたが、明治以降竹内神社と呼ばれる。牛
馬の神として、農家の信仰が厚く、奉納された絵馬す
べて馬の絵である（さびれて何枚かは失われている）。
別名「馬ん神さん」。手水鉢（ちょうずばち）に「天保八
年(����)当村若者中」の銘あり。もとは、東無田（秋田
配水場東側辺り）にあった。

浄土真宗本願寺派／本尊阿弥陀如来。天正年間
（����～����）の兵乱時に堂宇等すべて消失した

が、当時の住職慈観が辛うじて仏像のみを土中に埋
め置き、その後小堂を建立して本尊を安置（現在⑫薬
師堂に）。明治��年（����）�月「浄光庵」から「浄福寺」
に改められた。熊本地震で被災。令和�年再建。

祭神 伊奘諾尊 伊奘冊尊 速玉男之神。天文元年
（����）井寺村熊野宮（浮島熊野座神社）を分霊。創建

当時は若葉�丁目��番�号の「神屋敷」に建立されて
いた 。元 文 元 年（� � � �）現 在 地 に遷 宮 、安 永 � 年

（����）改築される。境内に猿田彦大神（みちびきの
神、道開きの神）も祀られている。

祭神 伊奘諾尊 伊奘冊尊 速玉男之神。秋津村誌によ
ると慶長��年（����）の創始（浮島熊野座神社分霊）。
昔から、中無田の鎮守の神様として信仰が厚い。社殿
は天保七申年（����）の改築とも伝えられている。本
殿内の柱には、西南戦争時の、いわゆる西郷弾痕が打
ち込まれたままになっている。

「妙見さん」と呼ばれ、俗に「火の神さん」とも言う。男
女神像各二体（二対）の神が鎮座されている。江戸中
期に祀られたものと考えられる。熊本地震により被災
し、平成��年に再建。　

二体の仏像が安置されている。左の厨子は、薬師如来
立像で、右手は下にさげて与願印をとり、左手に薬壺
を捧げている。右の厨子に、聖観音座像である。薬師
堂の二仏は、往時の浄福寺の御本尊と思われる。平
成��年に再建。かつて観音堂の前では縁日が行われ
ていた。（➇に関する仏像も安置）　

甲斐宗運の一族甲斐正運入城して先ずここに開基し
たのが法光寺。����年秀吉九州征伐時に正運降参
し寺は焼失。同地に����年清正公が放光庵建立。現
在の鶯観音堂につながる。明治初期土地改正まで、鶯
の地は、託麻郡健軍村に属していた。中無田地区の鬼
門除け。　

一木像の女神座像が安置。像の底面に「嘉永八卯二
月一日奉彫刻仏師宮武（花押）」の墨書銘がある。こ
の女神像を納めたと思われる木箱の正面には「勧請
宇迦之御魂神」、右側面には「明治十四年（����）二
月吉祥日 沼山津神社祀掌古賀喜三太藤原辰臣」と墨
書されている。（現在赤い鳥居はない）　

沼山津遺跡

下津代里遺跡

沼山津貝塚

江津湖遺跡群

沼山津神社

光輪寺 （通称「上（かみ）の寺」）

竹内神社

浄福寺 （通称「下（しも）の寺」）

西無田雨宮神社・猿田彦大神

中無田熊野座神社

妙見社（妙見さん）

中津代里薬師堂 （通称：堂ん前の観音さん）

下津代里稲荷社

鶯観音堂
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沼山津の通称「外村（ほかむら）」の道角にある地蔵。
本尊は一木像の地蔵立像で、岩座上の蓮華座上に
立ち、右手に錫杖を持ち、左手を前に出す形である。
台座裏には「安政六年末（����）八月下旬  国家
安全奉願上 光輪寺源□」と墨書銘がある。

野間の薬師堂と言われている。お堂は昭和 �� 年
（����）９月に改築されているが、年代などは不明。お

堂の前の手水鉢は、明治��年（����）��月��日に寄
進されている。薬師像：木造 円光背 印相薬壺印。元は
西無田地区の鬼門除け。

お堂は第�公民館の改築の際、現在地に移転改築。神
殿に、天神、観音菩薩の二体が祀られている。六嘉村

（現嘉島町）の一部が水害に耐えず集落で安住の地
を求めて移転し、「新村」と呼ばれた。秋津新町はそれ
に繋がる町名で、当時の苦労を今に伝えている。天神
は移転した人々の守り神として祀られたのであろう。

木造瓦葺きの小堂に三宝大荒神が祀ってある。御神
体は神棚の中に安置されていて、外部から拝見するこ
とは出来ない。堂内に「新築昭和��年（����）�月吉
日」の墨書あり。

昭和��年（����）５月に水田用水の突井戸工事が完
成したことを記念して、昭和��年（����）�月に建立さ
れた水神。田への水引の苦労が、この突井戸により��
町歩にわたる灌漑に成功。「畑苗代」から「田苗代」が
可能に。芳名記載し功績をたたえてある。
※�町（ちょう）＝����坪≒�ha（�����㎡）

建立は明治�年（����）。敷地は、南面�.��m 東面�m
西面�.��m 北面�.��m 高�.�mのブロック塀の囲いが
してあり、水神としてはかなり大きな造りである。元秋
津川堤防上にあったが河川改修で現在地に移転され
た（昭和��年頃）。小振りの鳥居が正面に建てられて
いる。

水神　罔象女神（みずはのめのかみ）を祀る。それま
で水面下で荒れ地だった所を文化�年（����）に計路
の田開きがなされ、それを感謝して天保�年（����）に
建立されたと碑文にある。元々、裏井手上流端の字

（あざ）「計路（けろ）」の中程にあったものを昭和��年
（����）圃場整備事業で現在地に移転。

水神 罔象女神（みずはのめのかみ）を祀る。文化�年
（����）戊辰（つちのえたつ）��月建立。赤井川（現木

山川）矢形川の旧合流点の川州にあったものを、昭和
�年（����）河川改修で字（あざ）「月の輪」に移転。昭
和��年（����）圃場整備事業で現在地に再移転され
ている。

秋津川と木山川の合流地点堤防上の水神。
縦�.�m  横�.�m  高さ��㎝の基礎。更に幅��㎝  横��
㎝  高さ��㎝の台座を置き、その上に幅��㎝ 高さ��㎝
の自 然 石 の水 神 が祀られている。表 に「昭 和 � 年

（����）」、裏に「間島」の銘がある。　

秋津川野間橋際の堤防上に祀ってある。碑文に「水
神　大正十年四月再建」と記されているのみで、記
録伝説がなく詳細不明。再建としてあるので何かの
理由（水害等）で無くなり、再建されたものと思わ
れる。

若葉�丁目�番の南側の水田の角に、二柱の水神が祀
られている。左側の水神は、自然石で無銘。右側の水
神は、南面に 「寳暦元年創設 明治三十三年三月十二
日 百五十年祭改修」と刻まれている。もとは何処にあ
ったのか不明。圃場整備で現地にまとめて移転され
たものと思われる。

縄文時代には有明海が湾入したところであった秋津川南側には、平成�年終結
の圃場整備事業（マップ��）によりとても美しい田園風景が広がっています。しか
し、����年～「江津塘」（清正の治水事業）が作られて以降、秋津地区は水害の
常襲地へ。水との闘い、苦労が大きかったと思われます。あさひばの地域に水神
が�カ所祀られている水神信仰にその願いが表れているようです。また、度重な
る飢饉から乳幼児の死亡率が高く、地蔵菩薩に救済を求めるためか、お地蔵さ
まが多く��カ所も祀られています（秋津校区１４ 若葉校区３）。

中津代里の旧道沿いには三つの石地蔵がある。旧会
所跡の井戸のある所の南側に入る小路に建てられ、
舟形光背高��㎝で、��㎝の台座がある。地蔵は身高
��㎝の立像で光背に「寛政五癸丑（����）三月日、若
者中建立」とある。

台座上に蓮華座があり、中央が盛り上がっている舟形
光背を持つ石地蔵が立っている。舟形光背高��㎝　
仏高��㎝ 肘張��㎝ 肩幅��㎝ 顔高��㎝ 顔幅��㎝。大
きめの地蔵で痛みも少なく綺麗。建立年月日不明。堂
内に「昭和五十六年（����）九月吉日改修」とだけあ
る。

舟形光背を持った石地蔵立像が、高さ��㎝の台座基
礎、高さ�㎝の蓮華座の上に安置されている。舟形光
背高さ��㎝ 地蔵の身高さ��㎝ 肘張��㎝ 顔高９㎝　
顔幅�㎝である。光背に「戌寅文化十五年（����）五月
吉日 弥富」と刻してある。 

３段積みの石垣の上の石屋形（現在なし）の中に鎮座
されている。以前設置されていた石の花立には「仲正
路組」（中小路組のこと）とあった。本体は舟形光背の
中に像を彫り、「慶応三卯（����）十月廿四日」の紀年
銘がある。

地蔵は、舟形光背の中に蓮華座を刻み立像地蔵が彫
り出されており、全高��㎝ 身高��㎝ 肘張��㎝  肩幅�
㎝ 顔高�㎝ 顔幅�㎝で、��㎝の内台座上に立ってい
る。香台に奉納としてあるだけで、他に文字は見えな
い。熊本地震後に元の場所の向いに移転再建。

建立は安永６年（����）２月吉日。舟形光背をもつ石
地蔵が両手に宝珠を捧げ立っている。光背迄高さ��
㎝ 蓮華座��㎝ 身高さ��㎝ 肘張��㎝ 肩幅��㎝ 顔高
�㎝ 顔幅�㎝である。西沼山津の若者により建立。（平
成��年�月再建）

建立年月日 明和元年（����）９月。下津代里稲荷社の
西、道角を曲がったすぐのところに一小堂があり、舟
形光背を持つ地蔵石像が安置されている。顔面は磨
耗しているが、両手に宝珠を捧げた立像で、蓮華座の
花弁は二重に縁取りされている。

舟形光背・合掌印の石地蔵立像が安置されている。
舟形光背全高��㎝ 蓮華座高�㎝ 地蔵の身高��㎝ 肘
張り�㎝ 肩幅�㎝ 顔高�㎝顔幅�㎝である。台座は、高
さ��㎝ 幅��㎝ 奥行��㎝。年代は不明、大正末頃と思
われる。

災害や疫病が今以上に深刻な昔、子ども達の無病息災を願いお地蔵様をまつ
り、お供え物をしたことが始まり（江戸時代）と考えられています。以前は、あふれ
るほどのお花をたむけられたお地蔵様の前に集まった子ども達にお菓子や果
物が配られるなど、子ども達にとって待ちに待った行事で、それぞれのお地蔵様
の前でにぎやかに行われていたようです。秋津校区では、��月��日頃、現在も地
域の方が地蔵の像を清め、新しい前垂れを着せ、供え物などをされています。

中津代里 光岡氏方地蔵

中津代里 中小路地蔵

中津代里 西小路地蔵

下津代里 北村組地蔵

下津代里 須崎組地蔵

中無田 上の丁下組地蔵

地蔵まつり
�つの水神（水神セブン）とお地蔵ストリート

上津代里 外村組地蔵

野間薬師堂

新村天満宮 （通称：新村の天神さん）

三宝大荒神

突井戸水神

沼山津水神

中無田石塔水神

中無田間島水神

西無田間島水神

中無田野間橋際水神

西無田水神

中津代里 東小路地蔵

上津代里 内村組地蔵

コラム
コラム




